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NPO 法人キャンサーネットジャパン（CNJ） 

2009 年度事業報告（2009 年 4 月～2010 年 3 月） 
 

【CNJ の沿革】 

 

【CNJ の mission と vision】 

 

【CNJ 組織概要】 

 

【CNJ の主要事業】 

 

【サポーター団体・企業】 

 

【2009 年度決算報告書】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たち NPO 法人キャンサーネットジャパンの活動は、私たちの mission・vision、活動に

賛同頂ける個人様・団体様・企業様のご寄付によって運営されています。 

 

NPO 法人キャンサーネットジャパンの活動・事業に、ご理解、ご賛同頂けましたら、是非

広く皆様のご寄付を賜りたく、ここに謹んでお願い申上げます。 

 

 また同時に、私たちの活動をご支援頂ける個人様・団体様の会員も募集しております。私

たちの活動にご関心のある個人様・団体様のご入会も併せてお願い申し上げます。 

 

ご寄付の申込み：http://www.cancernet.jp/donation.php 

ご入会の申込み：http://www.cancernet.jp/joinus.php 
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【CNJ の沿革】 
 

1991 年 6 月、南雲 吉則（現顧問）、吉田 和彦（現顧問）が、米国国立衛生研究所発行の乳がん患者

向けパンフレットを翻訳自費出版し無料配布を開始したのが当団体の始まりです。当時は、インフォーム

ド・コンセント、セカンド・オピニオンという言葉すら一般的でなかった日本において、がん（乳がん）

患者自らが、科学的根拠に基づく、正確な知識・情報を得られる書籍はなく、先駆的活動として注目され

ました。翌 1992 年には、それら 10 冊の冊子をまとめた書籍「あなたと乳がん」を出版し、全国に無償

配布しました。その後、「乳がんの発見」（祥伝社刊）などの書籍を出版・販売開始しました。 

 

それらの出版の収益を元に、米国国立がん研究所が提供する NCI PDQ 日本語訳のファックスでの提供

（キャンサーファックス）、電話・ファックス・メイルでのボランティア医療者によるがん医療相談（セカ

ンドオピニオンコール）、インターネット上における NCI PDQ の公開など新たな活動も開始しました。ま

た、2000 年には、現在の主要事業の一つである患者・一般の方を対象とした「EBM セミナー」を開始

しました。 

 

2001 年 8 月には、東京都より NPO（特定非営利活動法人）の認証を取得し、翌 2002 年には私たち

のホームページが日経インターネットアワードを受賞するに至りました。 

 

その後、日本におけるがん医療環境の変化を鑑み、十分な情報がない中、科学的根拠に基づく正確な情

報を発信する事から、今後は、増え続ける情報の中、科学的根拠に基づく正確な情報へ繋げることが私た

ちの使命・役割とし、2007 年 1 月よりミッション・ビジョンを新たにし、東京御茶ノ水に事務局を開設、

専属スタッフにより新生キャンサーネットジャパンとしての活動を開始しました。 

 

【CNJ の mission と vision】 
 

・CNJ の Mission （http://www.cancernet.jp/mission.php） 

 わたしたちのミッション（使命）はがん患者が本人の意思に基づきがん治療に臨むことができるよう患 

 者擁護の立場から、科学的根拠に基づくあらゆる情報発信を行うことです。 

 

・CNJ の Vision（http://www.cancernet.jp/vision.php） 

 わたしたちのビジョン（夢）は がん体験者・家族・遺族、その支援者、医療者と共に 日本のがん医療 

 を変え がんになっても 生きがいのある社会を実現することです。 

 

【CNJ 組織概要】 
 

・理事 

理事長： 岩瀬 哲（東京大学医学部附属病院 緩和ケア診療部 副部長）  

  理事：柳澤 昭浩（事務局長・事業戦略担当） 

  理事：川上 祥子（広報・教育事業担当） 

  理事：内田 絵子（NPO 法人ブーゲンビリア理事長） 

  理事：小西 敏郎（NTT 東日本関東病院 副院長）  

  監事：久保井 摂（福岡県弁護士会（九州合同法律事務所）弁護士） 

 

・顧問 

  顧問：南雲 吉則（ナグモクリニック総院長） 

顧問：吉田 和彦（東京慈恵会医科大学青戸病院 教授・副院長・診療部長） 

 

・アドバイザリーボード代表 

  西條 長宏（近畿大学医学部腫瘍内科教授） 
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・アドバイザリーボードメンバー 

青谷 恵利子（北里大学）  有吉 寛（愛知県がんセンター愛知病院） 

上野 直人（M.D Anderson Cancer Center） 梅田 恵（株式会社緩和ケアパートナーズ） 

大橋 靖雄（東京大学大学院医学系研究科） 勝俣 範之（国立がん研究センター中央病院） 

小嶋 修一（株式会社 TBS テレビ） 後藤 悌（東京大学医学部附属病院）  

滝口 裕一（千葉大学医学部附属病院）  円谷 彰（神奈川県立がんセンター） 

坪井 正博（神奈川県立がんセンター）  野村 久祥（杏林大学） 

藤原 恵一（埼玉医科大学）  向井 博文（国立がん研究センター東病院） 

渡辺 古志郎（横浜市立横浜市民病院） 

Robert L.Coleman（M.D Anderson Cancer Center） 

 

【CNJ の主要事業】 

 
 CNJ のミッションに基づき、ビジョンの実現に向けて、「知る」、「学ぶ」、「集う」をコンセプトに、主

たる 3 事業を展開しています。このコンセプトは、科学的根拠に基づく正しい情報が重要である事を普及

啓発し、これを実施する人材を養成し、更にそれらの人材が活躍でき、患者・家族・一般の方々が利用で

きる場を提供するというものです。 

 上記 3 事業に加え、これらを加速させる活動、医療政策提言、他団体・企業との連携も積極的に行って

います。 

 

■「知る」：科学的根拠に基づくがん医療情報の普及・啓発事業 

 

・CNJ がん医療セミナー（http://www.cancernet.jp/eve.html） 

  

 CNJ では、CNJ 主催、他団体との共催、学会等の委託を受け、がん種別テー

マ別に、様々なイベント・セミナーを開催しています。 

 

CNJ がん医療セミナーの基本コンセプトは、より多くの方々が最良のがん医療

にたどり着くために、患者・家族・一般の方々だけでなく、医療者、関連企業、

報道関係者等との情報・問題の共有が重要と考えており、どのような立場の方に

もご参加頂ける公開（オープン）セミナーとしています。 

 

 2009 年度は、首都圏を中心に、23 回に及ぶがん医療に関するセミナーを開

催しました。 

 

・CNJ がん情報ビデオライブラリー（http://www.cancernet.jp/video/） 

  

 CNJ は、メディアサイト株式会社支援・協力のもと、

全国どこからでも、インターネット環境下にあれば、「必

要な情報を」、「必要な時に」、「必要なだけ」得る事がで

きる「CNJ がん情報ビデオライブラリー」を開設しま

した。  

 

 2008 年 11 月開設以来、35,000 を超える再生数と

なり、がん患者、家族医療者など多くの方々に利用頂く

サイトとなり、現在も首都圏で開催される CNJ がん医

療セミナーの他様々なコンテンツを公開しています。 
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■「学ぶ」科学的根拠に基づくがん医療情報を提供する人材養成教育事業 

 

2007 年 6 月 15 日に閣議決定された「がん対策基本計画」には、「今後は、基本計画に基づき、国及
び地方公共団体、また、がん患者を含めた国民、医療従事者、医療保険者、学会、患者団体を含めた関係
団体及びマスメディア等（以下「関係者等」という。）が一体となってがん対策に取り組み、がん患者を含
めた国民が、進行・再発といった様々ながんの病態に応じて、安心・納得できるがん医療を受けられるよ
うにするなど、「がん患者を含めた国民が、がんを知り、がんと向き合い、がんに負けることのない社会」
の実現を目指すこととする。」と言及されています。すなわち、これまで行政、医療者主体で進められてき

た「がん対策推進」に、がん患者を含めた国民他、様々な立場の団体・関係者が関与するよう求められて

います。 

 

今後、がん患者・家族のニーズに応じた「がん医療対策」を進める上においても、また実際に、がん患

者・家族が求め、提供されるべき医療情報・サービスを提供するためにも、医療者のみならず、「がん対策

推進」に関る者が、「各がんの病態、標準的治療法等がん診療に係る一般的な医療情報」等についての知識

を有する事は必要最低限の要件となると思われます。 

このような背景より、NPO 法人キャンサーネットジャパンでは、「がん医療対策推進」に関る者（関わ

ろうとする者）、またこれまでの活動背景より、自身の体験をもとに乳がん領域で関わりを持つ者（持とう

とする者）を対象に、科学的根拠に基づいた良質で、信頼性の高いがん医療情報を理解し、またその時々

の最新のがん医療情報にアクセスし、かつそれらの医療情報を患者の言葉に換える事のできる「認定がん

情報ナビゲーター（CIN）」、「乳がん体験者コーディネーター（BEC）」の人材養成講座を開講しています。 

 

 また、2009 年は、CIN、BEC 養成講座の他、がんの体験、経験から全国各地で活躍するピア・サポー

ター他、がん医療に関与する方向けの「がん医療研修プログラム」も開始致しました。 

 

・乳がん体験者コーディネーター養成講座（http://www.cancernet.jp/bec.html） 

 

 自分自身の「がん」の体験を活かし、社会に貢献したい人達がいます。また、わたしたちは、そのよう

な人材が日本のがん医療を、社会を変える力があることを信じています。 

 

 日本女性罹患数第一位の乳がん。その予防・診断・治療の進歩は目覚しく、自身の体験だけでなく、患

者の気持ちを理解しながらも、その時々の最良の情報を知ることが重要です。 

 

 この養成講座は、日本の乳がん領域を代表する現役医療者を始めとした講師陣によるプログラムです。 

 

・がん情報ナビゲーター養成講座（http://www.cancernet.jp/cin.html） 

 

 今や、「がん」と診断された多くの患者の情報源は、インターネットと言われています。しかし、インタ

ーネットを利用したがん情報の収集は大きな危険性をはらんでいます。これは医療者にとっても同じです。  

 

 この講座は、各領域を代表する医師を始めとした講師陣による講義に加え、いかに信頼性の高い情報に

たどり着くかを学びます。 

 

 2009 年 7 月から開講される第 5 期からは、この講座の教育的意義を考慮し、より多くの方の受講を

可能とするため、「オンデマンド・ウェブ・ラーニング・システム」を用いた、インターネット環境下であ

れば「日本を代表する講師陣」による、「いつでも」、「どこでも」を実現する養成講座として開講しました。  

 

 また、第 5 期からは、本養成講座のプログラムアドバイザーに西條 長宏先生（近畿大学医学部腫瘍内

科 教授）を迎え、これまでになかった新しいコンテンツも含め、領域を代表する医療者による、がん医療

に関わる職種・立場を問わず受講可能な類を見ない養成講座となりました。  

 

 



CancerNet Japan, Non Profit Organization  - Annual Report 2009 – 

 

 - 6 - 

・がん医療研修プログラム 

 

 「今後は、基本計画に基づき、国及び地方公共団体、また、がん患者を含めた国民、医療従事者、医療
保険者、学会、患者団体を含めた関係団体及びマスメディア等が一体となってがん対策に取り組み」とが

ん対策推進基本計画にあるように、CNJ では、これらの異なるステークホルダーが協業するため、がん医

療に関する各種研修プログラムを提供しています。  

 

 ここ 2 年にわたる CIN（がん情報ナビゲーター）、BEC（乳がん体験者コーディネーター）養成講座の

研修運営ノウハウから、がん医療に関わる様々な要望に応えるプログラムを提供しています。  

 

 2008 年度、複数の都道府県、企業の要請のもとピア・サポーター研修プログラム、がん医療関連企業

向け社員研修プログラムを開催、実施致しました。 

 

■「集う」科学的根拠に基づくがん医療情報を提供するがん情報ステーション事業・がん啓発草の根活動 

 

・がん情報ステーション（http://www.cancernet.jp/ganst.html） 

 CIN・BEC 養成講座修了者を中心に、科学的根拠に基づくがん患者・

家族に必要な医療情報が提供できる場所「CNJ がん情報ステーション」

の試行を開始しました。 

 

 「CNJ がん情報ステーション」のコンテンツは、医療者の指導の下、

BEC・CIN が「がん医療情報」に関する勉強会等を提供し、がん患者・

家族にとって有益な情報を、インターネット、既存の有益な書籍・冊子

などを通じ提供できる場所にする予定です。 

 

・草の根がん啓発活動（http://www.cancernet.jp/kusanone.html） 

 

 地域の公共施設や、法人・団体等とタイアップし、一般の方に「がんを知ってもらう」ことを目的とし

て、BEC（乳がん体験者コーディネター）や、CIN（がん情報ナビゲーター）が中心に、講演会・勉強会

等を行い、草の根的な普及啓発活動を行なっていました。（2010 年度は、神奈川県との協同事業を開始

します）。 

 

■ミッションに基づく他団体、他企業との協業 

 2009 年度は、がん患者団体・支援団体、がん医療関連学会、厚生労働省科研費班研究、がん関連 NPO

などとの連携・協業イベント、プログラムを開催しました。 
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【サポーター団体・企業】 

 
NPO 法人の活動は、その法人のミッションとビジョンに賛同を頂いた企業様/団体様、個人様の寄付、

及び事業収益により行なわれています。以下のリストは、NPO 法人キャンサーネットジャパンにご寄付頂

いている企業様/団体様一覧です。 また、スペシャルサポーターとは、非金銭的援助を頂いている企業様/

団体様です。これらの企業様/団体様に感謝申し上げます。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【サポーターズ】 

｜エーザイ株式会社｜サノフィ・アベンティス株式会社｜財団法人 正力厚生会｜ 

｜ジョンソンエンドジョンソン株式会社｜第一三共株式会社｜ 

｜大鵬薬品工業株式会社｜武田薬品工業 ｜中外製薬株式会社 ｜ 

｜ノバルティスファーマ株式会社 ｜ファイザー株式会社｜ 

｜ブリストルマイヤーズ株式会社｜株式会社ヤクルト本社｜ 
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